
 

 自ら学ぶ 
先日、全校で「ありがとう集会」を行いました。６年生のために感謝の気持ちを

伝える集会です。子どもたちが考え工夫して作り上げました。子どもたちの優し
さがあふれる集会で本校の子どもたちがこの一年間で大きく成長した姿を見る
ことができました。 
本年度、様々な学習活動を通じて子どもたちは学びを深めました。 
子どもたちが「生きる」ためには様々な学びが必要です。子どもたちが学ばさ

れていると思うよりも「自分から進んで学ぶ」ことが大切なのです。 
学びを深めるためには、多くの体験が必要です。それを系統立てて学ぶ場が

学校です。 
学校では様々な学びがあり、子どもたちがその中で興味を持ったことを深く

学ぶことが理想です。 
学校の学びは「点」で良いと思っています。将来、もしくは子どもたちが興味を

持った中でその「点」と「点」がつながって「線」になればよいのです。 
だから、学ぶことに無駄なことはありません。私は「学び」は効率化できないと

考えています。 
自分で学ぶことは楽しいことです。学ぶことが「楽しい」と思えるようにするた

めに環境を整える必要があります。そのために学校、家庭、地域の役割は大切で
す。 
この一年間、様々な学習活動の中で子どもたちの成長を見守れたことは教師

としての喜びでもあります。 
今後も子どもたちが笑顔で学校生活を送り「自ら学ぶ」力を育んでいけるよう

考えていきます。 
本年度、本校学校教育にご理解ご協力ありがとうございました。 

校長  曽我部 大地 

金栄校区学校運営協議会（2 月 19 日） 
金栄校区学校運営協議会を行いました。２校時に授業風景を見ていただいた

後、学校運営や学校評価についてご意見をいただきました。今回いただいたアド

バイスを基に、子どもたちが笑顔で毎日を過ごせる環境づくりに向けて、これか

らも学校、家庭、地域で取り組んでまいりたいと思いますので、今後ともよろし

くお願いいたします。 

 

6 年生ありがとう集会（3 月 7 日） 
「６年生ありがとう集会」が、全校集まって体育館で行われました。各学年から

お世話になった６年生に、手作りのプレゼントを贈ったり、ゲームで挑戦したり、

６年生に関係した劇を披露したりしました。どの出し物も大いに盛り上がりまし

た。全校で、同じ時間、同じ空間を共有できることに幸せを感じた一日でした。 
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＜児童の感想＞ 

・いつも金えい小学校をささえてくれたことや１年生をえがおにしてくれたことや  

しゃべってくれたことがうれしかったです。わたしは、みんなのクラスをすてき 

なクラスにしてくれるそんな６年生になりたいとおもいました。（１年） 

 

・いっしょうけんめい大きくしたコサージュのかざりを６年生がよろこんでくれ

て、うれしかったです。ほかの学年もおもしろかったけど、ぼくたちもがんばれ

たなあという気もちでいっぱいです。いつもやさしくしてくれた６年生みたいに 

なりたいな。（２年） 

 

・ぼくが気をつけたのはせりふを大きな声で言うことです。すごいと思ったのは、  

５年生です。この集会で「ありがとう」の気持ちを伝えられて、とてもうれしか 

ったです。中学校に行っても、ぼくはぜったい６年生のことをわすれません。

（３年） 

 

・本番前にいきなり「お兄ちゃんを見つめて。」と言われて不安だったけれど、思 

った以上にわらってくれたのでうれしかったです。６年生がこの学校を卒業して  

しまうのはかなしいけど、最初から最後までもりあげてくれてうれしかったで 

す。来年もがんばりたいです。（４年） 

 

・今回のありがとう集会は、少し特別でした。げきの練習にたくさん時間を使い、

仲間とのきずなも深まったと思います。私も来年は６年生。とても楽しみって思

えるのは、今日がんばったからだと思います。次は学校のリーダーになるので、

６年生のいる時間を大切にしながらがんばりたいです。（５年） 

 

・私は前からありがとう集会をずっと楽しみにしていました。1～５年生の発表は 

みんなが楽しそうに全力でしてくれたので、見ていてとってもうれしかったで

す。今思えばたくさんの思い出がつまった楽しい６年間だったなと思います。あ

んなにおもしろくたのもしい５年生ならバトンを安心してわたせるなと思いまし

た。本当にいい集会でよかったなと思って、感謝したいです。（６年）  

 

 
 

教育目標 「豊かな心をもち、たくましく生きる児童の育成」 
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